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歯科パノラマX線画像と多臓器疾患スクリーニング
　歯科パノラマＸ線画像には，歯だけでなく顎骨
などのようすも写っているが，未だ多くの情報が
診断にも用いられてはいない．そこで，講演者は
松本歯科大・田口明教授と協力して，歯科パノラ
マＸ線画像に同時に写っている顎骨に注目し，顎
骨周縁の皮質骨を画像処理技術で自動分析するこ
とにより，骨粗鬆症スクリーニングを行う研究を
すすめてきた [1,3,4]．高齢者は歯科診療を受ける
機会が多いので，自覚症状のない骨粗鬆症を歯科
診療の機会に早期に発見できれば，骨折を未然に
防ぎ，寝たきりの防止，ひいては国民医療費の抑
制につなげることができるからである．
　さらに，講演者は関西大システム理工学部・棟
安実治教授の協力も得て，歯科パノラマＸ線画像
にやはり同時に写っている総頸動脈分岐部の石灰
化を，画像処理技術によって自動的に検出し，動
脈硬化を早期にスクリーニングする研究も進めて
いる [2]．動脈硬化も，骨粗鬆症と同様に自覚症
状がなく，医科への受診の機会は少ない．しかし，
動脈硬化によってひきおこされる血管障害は日本
人の死因の第 1位である．そこで，総頸動脈分岐
部石灰化も歯科パノラマX線画像を利用して歯科
診療の際に自動診断できれば，骨粗鬆症の場合と
同様にその効果は大きい．
　本講演では，歯科パノラマＸ線画像と画像処理
技術を用いたこれらの自動スクリーニング手法に
ついて，これまでの成果を概説する．

顎骨皮質骨像の分析による骨粗鬆症スクリーニング
　顎骨皮質骨の厚みの減少は，骨粗鬆症の進行と
強い関連をもち，また数値で表せて取り扱いやす
いので，重要な指標となっている．そこで，われ
われの研究では，皮質骨厚みの測定をコンピュー
タで自動的に行うことで，歯科医が負担を感じる
ことなく骨粗鬆症のスクリーニングを行うことの
できるシステムの開発を目指している．
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　これまでの研究では，下顎皮質骨のうちある１
カ所（通常オトガイ孔の下部）の厚みを測定して
いた．最新の研究では，下顎のある範囲の皮質骨
厚みを連続して測定する手法を採用している．こ
の方法では，マセマティカル・モルフォロジにも
とづく画像処理と動的計画法により皮質骨の上下
の境界線を推定し，さらに多項式近似をもちいて
両境界線間の各位置で測定線を求めている．
　連続測定によってある範囲の厚み全体を取得す
ることにより，画像のノイズなどによって測定エ
ラーを生じても統計的手法によってそれを補正す
ることができるので，よりロバストな測定が可能
である．本研究では，ヒストグラムをクラスタリ
ングする手法によって，測定エラーを除いた厚み
の推定値を求めている．

頸動脈石灰化の分析による動脈硬化スクリーニング
　近年，総頸動脈分岐部の石灰化の有無と動脈硬
化の進行には関係があることがわかってきてい
る．そこで，画像処理技術のひとつであるファジー
濃度強調処理を用いて石灰化領域を抽出する．こ
こでは，石灰化部位が周囲より相対的に輝度が高
いという性質に注目し，輝度領域のクラスタリン
グと近傍領域の探査を組み合わせることにより，
少数のパラメータのみを調整することで，画像の
広い範囲に対して石灰化部位が検出可能である．
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